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明
治
三
七
年
四
月
に
日
露
戦
争
に
お
け
る
負
傷
者
救
護
の
た

め
ア
メ
リ
カ
よ
り
来
日
し
た
マ
ギ
ー
夫
人
一
行
は
日
本
で
熱
烈

な
歓
迎
を
受
け
た
。
日
本
で
最
初
に
看
護
教
育
を
開
始
し
た
高

木
兼
寛
は
、
マ
ギ
ー
夫
人
を
歓
待
し
た
側
の
一
員
で
あ
り
、
夫

人
の
来
日
に
対
し
て
、
看
護
の
視
点
か
ら
そ
の
意
義
、
考
え
を

述
べ
て
い
る
。
本
研
究
は
、
マ
ギ
ー
夫
人
の
来
日
を
機
に
み
ら

れ
た
高
木
兼
寛
の
看
護
婦
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。研

究
方
法
と
し
て
高
木
兼
寛
の
創
設
し
た
成
医
会
の
会
報
で

あ
る
『
成
医
会
月
報
」
を
中
心
と
し
た
史
料
か
ら
、
マ
ギ
ー
夫

21

「
マ
ギ
ー
夫
人
来
日
」
の
記
事
に
み
ら
れ

る
高
木
兼
寛
の
看
護
婦
観

Ｉ
明
治
三
七
年
『
成
医
会
月
報
』
よ
り
Ｉ

芳
賀
佐
和
子
・
平
尾
真
智
子
・
蝦
名
總
子

、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科

副
慈
恵
看
護
専
門
学
校

人
一
行
来
日
に
関
す
る
高
木
兼
寛
の
看
護
婦
観
が
表
現
さ
れ
て

い
る
部
分
に
注
目
し
分
析
を
行
っ
た
。

マ
ギ
ー
（
ン
昌
国
ｚ
①
乏
８
ヨ
ウ
三
８
用
）
夫
人
は
ア
メ
リ

カ
人
女
医
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
産
婦
人
科

の
専
門
で
あ
っ
た
が
、
米
西
戦
争
（
一
八
八
九
）
の
際
に
看
護

婦
隊
長
に
任
命
さ
れ
、
米
西
戦
争
看
護
婦
協
会
を
設
立
し
会
長

に
就
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
マ
ギ
ー
夫
人
か
ら
日
本
で
救
護
活

動
を
し
た
い
と
う
要
望
が
陸
軍
大
臣
・
日
赤
社
長
に
伝
え
ら
れ
、

許
可
さ
れ
た
。
一
行
九
名
は
明
治
三
七
二
九
○
四
）
年
四
月

二
二
日
横
浜
に
入
港
し
、
主
に
広
島
予
備
病
院
で
救
護
活
動

（
六
月
二
日
～
十
月
八
日
）
を
行
い
、
同
年
十
月
一
二
日
長
崎
港

か
ら
帰
国
し
た
。

高
木
兼
寛
は
明
治
八
年
か
ら
五
年
間
イ
ギ
リ
ス
の
セ
ン
ト
・

ト
マ
ス
病
院
医
学
校
に
留
学
し
、
帰
国
後
の
明
治
一
四
年
、
民

間
の
医
学
団
体
「
成
医
会
」
を
結
成
し
、
医
育
機
関
と
し
て
同

年
「
成
医
会
講
習
所
」
を
設
立
し
た
。
ま
た
明
治
一
五
年
よ
り
、

毎
月
「
成
医
会
月
報
」
を
発
行
し
た
。
そ
の
二
六
八
号
（
明
治

三
七
年
六
月
三
十
日
発
行
）
の
成
医
会
記
事
（
二
三
～
二
九
頁
）

に
、
「
米
国
看
護
婦
隊
長
マ
ッ
ギ
ー
夫
人
一
行
に
つ
い
て
述
べ
る
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と
こ
ろ
が
あ
る
」
、
と
の
前
置
き
で
話
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

内
容
の
う
ち
、
高
木
の
看
護
婦
観
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を

分
析
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
二
来
日
し
た
マ
ッ
ギ
ー
夫
人
の
講
演
内
容
は
人
心
上
、

感
化
力
が
あ
り
、
国
家
に
と
っ
て
益
が
あ
る
。
将
来
日
本
と
英

米
二
国
と
の
婦
人
の
交
通
機
関
を
発
達
さ
せ
る
。
三
国
は
同
盟

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
で
親
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
双
方

に
と
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
来
日
し
た
看
護
婦
は
正
則
の
看

護
婦
学
校
を
卒
業
し
た
二
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ
る
。

（
二
）
ド
イ
ツ
の
看
護
婦
学
校
を
卒
業
し
た
英
国
婦
人
ミ

ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
、
ク
リ
ミ
ア
に
出
張
し
傷
病
者
の
看

護
に
従
事
し
た
の
が
戦
時
救
護
活
動
の
歴
史
上
第
一
で
あ
る
。

マ
ヅ
ギ
ー
夫
人
の
活
躍
で
、
米
西
戦
争
時
の
傷
病
者
救
護
に
看

護
婦
が
効
果
が
あ
り
、
米
国
は
世
界
で
初
め
て
軍
隊
に
看
護
婦

（
三
）
日
本
で
看
護
婦
の
こ
と
を
一
般
に
信
ず
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
皆
米
国
人
の
力
で
あ
る
。
桜
井
女
学
校
に
看
護
科
を

作
っ
た
ツ
ル
ス
、
そ
れ
よ
り
前
の
慈
恵
医
院
、
帝
大
で
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
を
記
念
し
た
学
校
の
卒
業
生
が
養
成
を
行
っ
た
。
看

を
編
入
し
た
。

護
婦
の
効
能
は
各
府
県
に
吹
聴
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
間

で
の
看
護
婦
業
は
主
に
米
国
の
人
の
手
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。

（
四
）
看
護
婦
の
進
歩
は
、
国
家
の
点
か
ら
非
常
に
利
益
が

あ
る
。
実
際
に
は
公
衆
衛
生
の
先
導
者
と
な
っ
て
解
剖
学
、
生

理
学
、
衛
生
学
、
看
護
学
の
知
識
を
一
般
公
衆
に
向
け
て
、
健

康
、
病
気
、
病
気
の
予
防
の
観
点
か
ら
日
本
全
国
に
教
え
て
回

っ
て
い
る
の
で
、
医
師
よ
り
看
護
婦
の
方
が
国
民
を
強
壮
な
ら

し
む
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

マ
ギ
ー
夫
人
と
東
京
慈
恵
会
医
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

看
護
婦
取
締
の
小
倉
竹
代
が
看
護
婦
人
矯
風
会
で
英
語
で
歓
迎

の
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
こ
と
含
婦
女
新
聞
」
二
一
○
号
）
、
こ

の
会
に
は
高
木
が
日
赤
の
接
待
委
員
、
矯
風
会
の
名
誉
賛
成
員

の
立
場
で
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
マ
ギ
ー
夫
人
を
囲
ん
で
の
写

真
（
明
治
三
七
年
）
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。


